
50 51

　地震や津波が起
お

こったとき、

　どうすれば自分の命
いのち

を守
ま も

ることができるのでしょうか。

　どうすれば大切な人を守ることができるのでしょうか。

　そのためには、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の教訓や副
ふく

読
どく

本
ほん

などで学んだことをいかしていく

ことが大切です。

　しょうらいの自分や大切な人を助
た す

けることができるのは、

　これからのあなたです。

　下の作文は、当時小学生だった児童が、5 年後の自分にあてた手紙です。震災

のときの思いとこれまでのけいけんや学
がく

習
しゅう

してきたことなどを手紙に書き、しょ

うらいの自分に震災の教訓を伝えています。

『５年後の私へ』

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

を覚
おぼ

えていますか。２
年たった今でも、

３月

11 日のことはしっ
かりと覚えていま

す。大震災で学ん
だこと、

それは逃
に

げ道をお母
かあ

さんと確
かく

認
にん

すること、津波注
ちゅう

意
い

報
ほう

が出た

らすぐに山や学校
に逃げることです

。

　忘
わす

れていませんか。
かならず忘れずに

いてください。

　悲
かな

しいこと、つらいこ
とがあっても家

か

族
ぞく

で乗
の

りこえてください
。

　そして、このこ
とを多くの人に伝

つた

えていってくださ
い。

　そのことがみん
なにわかるように

お願
ねが

いします。

もしもまた、地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

がやってきたら・・・

教
きょう

訓
くん

をいかすために1
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（「備
そな

えの手紙ー 5年後のわたしへ、家族へ」より）河
か

北
ほく

新
しん

報
ぽう

社
しゃ

生
き
方
を
考
え
る

総合的な学習の時間
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